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このたびは、本製品をお買い上げいただきありがとうございます。 

この取扱説明書（以降、本書と呼びます）は、本製品を安全に取り扱えるように、次の事項について記載さ

れています。 

・ 本製品に関する注意事項 

・ 操作方法／設定方法 

・ 日常的な保全事項（清掃、点検） 

本書をお読みになった後は、保証書とともに関係者がいつでも見られる場所に大切に保管してください。 

・ 取扱説明書に記載されている内容は予告なく変更されていることがありますので予めご了承ください。 

・ 取扱説明書に記載している内容に誤りがないよう十分注意しておりますが、万一誤りがあった場合に 

発生しが損害について弊社はその責を負いかねます。 

・ 取扱説明書の内容の全部または一部を無断転載することを禁止します。 

 

 

  

はじめに 



 

 

 

 

製品の用途について 

本製品は、アーク溶接を行うための機器として設計・製作されています。 

本製品を他の目的で使用しないでください。 

 

安全にご使用いただくために 

本製品を安全にご使用いただくために、次のことをお守りください。 

・ 本書は、本書に記載された言語を理解できる人を対象に作成しています。この言語を理解できない人に

本製品の取り扱いをさせる場合は、お客様の責任で作業者に安全教育と取り扱い指導を徹底してくださ

い。 

・ 本書は、アーク溶接作業に従事した経験のある人を対象に説明しています。未経験の人は、「アーク溶

接特別教育」を受講し、この講習を修了してください。 

・ 人身事故や器物の損傷を防止するため、ご使用になる前に、必ず本書をよくお読みいただき、記載され

ている内容をお守りください。また、本書に記載されていないことは、行わないでください。 

・ 本製品の設置/ 操作/ 保全作業は、安全な取り扱いができる有資格者や、知識と技能のある人が行っ

てく 

・ ださい。 

・ 安全教育に関しては、溶接学会/ 溶接協会、溶接関連の学会/ 協会の本部・支部主催の各種講習会、

または溶接関連の各種資格試験などをご活用ください。 

・ 本書に不備が発見された場合は、速やかに販売店もしくは弊社営業所までご連絡ください。 

 

著作権について 

本書の著作権は弊社が所有しています。弊社の許可なしに本書の内容を転載、盗用することは禁じられて

います。 

 

国外に持ち出す場合について 

本製品を国外に持ち出す場合は、次の点をご理解の上、適切に対処してください。 

• 本製品および製品の技術 (ソフトウェアを含む) は「キャッチオール規制対象貨物など」に該当します。 

• 輸出する場合には、関係法令に従った需要者・用途などの確認を行い、必要な場合は経済産業大臣の

輸出許可申請など適正な手続きをお取りください。 

• 本製品は、日本国内の法令/ 規格や基準に基づいて設計・製作されています。そのままの状態では、

他国の法令/ 規格や基準に適合しないことがあります。 

• 本製品を国外に移転または転売される場合は、必ず事前に販売店もしくは弊社営業センターまでご相

談ください。 

  

重要なお知らせ 



 

 

 

 

本製品をヨーロッパの EU 諸国に持ち込む場合のご注意 

本製品は、1995 年 1 月 1 日より施行されている EU の安全法令「EC 指令」の要求に適合しておりません。

1995 年 1 月 1 日以降、本製品をそのままで EU 諸国内に持ち込むことはできませんのでご注意願います。

なお、EU 諸国以外の EEA 協定締結国も同様です。本製品を EU 諸国及びその他の EEA 協定締結国に

移転又は転売をされます場合は、必ず事前にご相談ください。当社では、「EC 指令」の要求に適合した製

品も取り揃えておりますので、お問い合わせください。 

This product does not meet the requirements specified in the EC Directives which are the EU safety 

ordinance that was enforced starting on January 1, 1995. Please do not bring this product into the EU after 

January 1, 1995 as it is. 

The same restriction is also applied to any country which has signed the EEA accord. 

Please ask us before attempting to relocate or resell this product to or in any EU member country or any 

other country which has signed the EEA accord. 

 

製品の廃棄について 

溶接電源を含む溶接機器、および溶接資材などの廃棄については、活動する国・地域における法令を確認 

し、その内容に則ってください。廃棄する場合は、認可を受けた専門業者と廃棄処理委託契約を締結し、 

廃棄処理を委託してください。 

 

アフターサービスについて 

ご不明な点やサービスに関するお問い合わせは、弊社販売店または弊社営業センターへお問い合わせく

ださい。お問い合わせ先の住所、電話番号等はこの取扱説明書の裏表紙をご覧ください。 

保守点検/ 修理のご用命は、最寄りの営業センターまでご連絡ください。 
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1.1 安全上のご注意 

⚫ 本書では､溶接機を安全に正しくお使いいただき､あなたや他の人々への危害、および財産への損害

を未然に防止するために、様々な警告表示を用いて説明しています｡その表示と意味は、次のとお

りです｡記載された内容をよく理解の上､必ずお守りください。 

⚫ 次の表示は、危険や損害の程度を区分して警告します。 

表示 内容 

 

危 険 
誤った取り扱いをすると、危険な状態が起こる可能性があり、人が死亡

または重傷を負う危険性がある内容を示しています。 

 

注 意 
誤った取り扱いをすると、人が中程度の負傷や軽傷を負う可能性がある

内容､物的損害の発生が想定される内容を示しています｡ 

 

⚫ なお、   注意 に記載した事項でも、状況によっては重大な事故に結びつく可能性があります。い

ずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 

⚫ また、上記文中にある「重傷」、「軽傷」、「損害」とは下記のような状態を意味します。 

重  傷 ： 失明、けが、やけど（高温、低温）、感電、骨折、中毒等により後遺症の残るも

のおよび治療のために入院や長期の通院を要する程度の傷害。 

軽  傷 ： 治療のために入院や長期の通院を要しない程度のけが、やけど（高温、低温）、感

電等の傷害。 

物的損害 ： 財産の破損、および機器の損傷に関わる直接的、間接的な損害。 

 

⚫ 次の表示は、お守り頂く内容を絵記号で区分しています。 

表示 内容 

 

強制：しなければならない内容を示しています。必ずお守りください。 

 

禁止：してはいけない内容を示しています。必ずお守りください。 

 

  

1 安全について 
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1.2 安全に関して守っていただきたい事項 

 危 険 

重大な人身事故を避けるために、必ず次のことをお守りください。  

●  この溶接キャリジは安全に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用に

あたってはこの取扱説明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らず

に使用しますと死亡または重傷などの重大な人身事故を引き起こす場合があり

ます。  

●  溶接機や溶接作業場所の周囲には、不用意に人が立ち入らないようにしてくだ

さい。  

●  設置場所の選定、高圧ガスの取り扱い・保管および配管、溶接後の製造物の保

管および廃棄物の処理などは、法規および貴社社内基準に従ってください。  

●  心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の溶

接機や溶接作業場所に近づかないでください。溶接機は通電中、周囲に磁場を

発生し、ペースメーカーの作動に悪影響を与えます。  

●  この溶接キャリジの据付け・保守点検・修理は、安全を確保するため、有資格

者または溶接キャリジをよく理解した人が行ってください。  

●  この溶接キャリジの操作は、安全を確保するため、この取扱説明書をよく理解

し、安全な取り扱いができる知識と技能のある人が行ってください。  

●  この溶接キャリジを溶接以外の用途に使用しないでください。  

 

感電を避けるために、必ず次のことをお守りください。  

感電を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。  

※帯電部に触れると、致命的な感電ややけどを負うことがありま

す。  

●  ワイヤ・ワイヤリール･ワイヤ送給部・ノズルなどの帯電部には

触れないでください。  

●  溶接電源のケースおよび母材または母材と電気的に接続された

治具などには、電気工事士の資格を有する人が法規（電気設備技

術基準）に従って接地工事をしてください。  

●  据付けや保守点検は、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力電

源を切って、3 分以上経過してから行ってください。入力電源

を切っても、コンデンサは充電されていることがありますので、

充電電圧が無いことを確認してから作業してください。  

●  ケーブルは容量不足のものや、損傷したり導体がむきだしになっ

たものを使用しないでください。  

●  ケーブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。  

●  ケースやカバーを取り外したまま使用しないでください。  

●  破れたり濡れた手袋を使用しないでください。常に乾いた絶縁性

のよい手袋を使用してください。  

●  高所で作業するときは命綱を使用してください。  

●  保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用し

てください。  

●  使用していないときはすべての装置の電源を切ってください。  

1 安全上のご注意  
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 危 険 

 

溶接で発生するガスやヒュームおよび酸素欠乏から、あなたや他の

人々を守るため、排気設備や保護具などを使用してください。  

狭い場所での溶接作業は、酸素の欠乏により、窒息する危険性があ

ります。溶接時に発生するガスやヒュームを吸引すると、健康を害

する原因になります。  

 

●  ヒューム等による粉じん障害や中毒を防止するため、法規（労働

安全衛生規則、粉じん障害防止規則）で定められた局所排気設備

を使用するか、呼吸用保護具を使用してください。  

●  タンク、ボイラー、船倉などの底部で溶接作業を行うとき、炭酸

ガスやアルゴンガス等の空気より重いガスは、底部に滞留しま

す。このような場所では酸素欠乏症を防止するために、十分な換

気をするか、空気呼吸器等を使用してください。  

●  狭い場所での溶接では必ず十分な換気をするか、空気呼吸器等を

使用するとともに、訓練された監視員の監視のもとで作業してく

ださい。  

●  脱脂・洗浄・噴霧作業の近くでは溶接作業をしないでください。

これらの作業の近くで溶接作業を行うと有害なガスが発生する

ことがあります。  

●  被覆鋼板の溶接では、必ず十分な換気をするか、呼吸用保護具を

使用してください。（被覆鋼板を溶接すると、有害なガスやヒュ

ームを発生します。）帯電部には触れないでください。  

●  ガス中毒や窒息を防止するため、法規（酸素欠乏症等防止規則）

で定められた場所では、十分な換気をするか、空気呼吸器等を

使用してください。  

●  ヒューム等による粉じん障害や中毒を防止するため、法規（労

働安全衛生規則、粉じん障害防止規則）で定められた局所排気

設備を使用するか、呼吸用保護具を使用してください。  

●  タンク、ボイラー、船倉などの底部で溶接作業を行うとき、炭

酸ガスやアルゴンガス等の空気より重いガスは底部に滞留しま

す。このような場所では、酸素欠乏症を防止するために、十分

な換気をするか、空気呼吸器等を使用してください。  

●  狭い場所での溶接では必ず十分な換気をするか、空気呼吸器等

を使用するとともに、訓練された監視員の監視のもとで作業し

てください。  

●  脱脂・洗浄・噴霧作業の近くでは溶接作業をしないでください。

これらの作業の近くで溶接作業を行うと有害なガスが発生する

ことがあります。  

●  被覆鋼板の溶接では、必ず十分な換気をするか、呼吸用保護具

を使用してください。（被覆鋼板を溶接すると、有害なガスやヒ

ュームを発生します。）  

 

 

  

1 安全上のご注意  
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 危 険 

 

火災や爆発・破裂を防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。 

※スパッタや溶接直後の熱い母材は火災の原因になります。  

※ケーブルの不完全な接続部や、鉄骨などの母材側電流経路に不完

全な接触部があると、通電による発熱によって火災を引き起こすこ

とがあります。  

※ガソリンなど可燃物用の容器にアークを発生させると爆発する

ことがあります。  

※密閉されたタンクやパイプなどを溶接すると、破裂することがあ

ります。スパッタや溶接直後の熱い母材は火災の原因になります。 

●  飛散するスパッタが可燃物に当たらないよう、可燃物を取り除

いてください。取り除けない場合には、不燃性カバーで可燃物

を覆ってください。  

●  可燃性ガスの近くでは溶接しないでください。  

●  溶接直後の熱い母材を可燃物に近づけないでください。  

●  天井・床・壁などの溶接では、隠れた側にある可燃物を取り除

いてください。  

●  ケーブルの接続部は、確実に締め付けて絶縁してください。  

●  母材側ケーブルは、できるだけ溶接する箇所の近くに接続して

ください。  

●  内部にガスが入ったガス管や、密閉されたタンク・パイプを溶

接しないでください。  

●  溶接作業場所の近くに消火器を配し、万一の場合に備えてくだ

さい。  

●  送給装置やワイヤリールスタンドのフレームと母材間に導通が

ある場合、ワイヤがフレームまたは母材に接触するとアークが発

生し焼損・火災が起こることがあります。  

 

 危 険  

 

弊社製品の改造はしないでください。  

●  改造によって火災、故障、誤作動による怪我や機器破損のおそ

れがあります。  

●  お客様による弊社製品の改造は、弊社の保証範囲外ですので責

任を負いません。  

 

 

  

1 安全上のご注意  
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 注 意 

 

溶接で発生するアーク光、飛散するスパッタやスラグ、および騒音

による聴覚障害を防止するため、必ず次の事項をお守りください。 

飛散するフラックス、スパッタやスラグは、目を痛めたりやけどの

原因になります。  

騒音は、聴覚に異常を起こすことがあります。  

 

●  フラックスやスパッタ、スラグから目を保護するため保護めがね

を使用してください。  

●  溶接作業中は溶接用かわ製保護手袋、長袖の服、脚カバーなどの

保護具を使用してください。  

●  騒音が高い場合には、防音保護具を使用してください。  

 

 注 意 

 

溶接キャリジの車輪などの回転部に手、指、髪の毛、衣類などを近

づけると、巻き込まれてけがをすることがあります。  

●  溶接キャリジのケースやカバーを取り外したまま使用しないで

ください。  

●  保守点検・修理などでケースをはずすときは、有資格者または溶

接キャリジをよく理解した人が行い、溶接キャリジの周囲に囲い

をするなど、不用意に他の人が近づかないようにしください。  

●  回転中の車輪に手、指、髪の毛、衣類などを近づけないでくださ

い。  

 

 注 意 

 

溶接キャリジの暴走・転倒を防ぐため、必ず次のことをお守りくだ

さい。  

●  傾斜面ではクラッチを絶対に外さないでください。  

●  使用しないときはクラッチを入れて水平なところに置いてくだ

さい。  

●  傾斜面で使用する際は、機体の転倒やモータ過負荷による停止に

ご注意ください。  

●  溶接キャリジに装置等を搭載・けん引させる際は転倒の恐れがな

いことを確認してください。  

 

  

1 安全上のご注意  
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図 2.1 各部の名称 
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3.1 設置 

 危 険 

 

溶接キャリジの暴走を防ぐため、必ず次のことをお守りください。 

クラッチを不用意に外すと溶接キャリジが暴走し、人身事故を負う

ことがあります。  

●  傾斜面ではクラッチを絶対に外さないでください。  

●  使用しないときはクラッチを入れて水平なところに置いてくだ

さい。  

 

• 直射日光や雨風が当たらない、湿気の少ない屋内でご使用ください。 

• 周囲温度が 0～40℃の場所でご使用ください。 

• 溶接キャリジに雨や水がかかったり、結露が発生した場合は、必ず乾燥させてから使用してください。 

 

3.2 接続 

接続については溶接電源および制御装置の取扱説明書をご参照ください。 

  

3 
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 危 険 

 

感電を避けるために、必ず次のことをお守りください。  

●  溶接キャリジの内部・外部とも、帯電部には触れないでください。 

●  溶接キャリジの内部の部品に触れる時は、必ず配電盤の開閉器に

よりすべての入力電源を切ってから作業してください。  

●  保守部品点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使

用してください。  

●  保守点検・修理は安全を確保するため有識者や溶接機をよく理解

した人が行ってください。  

 

 注 意 

 

回転部はけがの原因になりますので、必ず次のことをお守りくださ

い。  

●  保守点検・修理などでキャリジカバーをはずすときは、有資格者

または溶接キャリジをよく理解した人が行い、溶接キャリジの周

囲に囲いをするなど、不用意に他の人が近づかないようにしくだ

さい。  

●  回転中の車輪に手、指、髪の毛、衣類などを近づけないでくださ

い。  

 

4.1 減速装置のグリース交換 

古いグリースを取り除き、歯車の歯面および側面に塗布してください。 

グリース銘柄：サンライトグリース 3（昭和シェル石油製、100-0110） 

もしこのグリースがない場合は各社リチウム系グリース 3 号をご使用ください。 
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4.2 走行用モータのカーボンブラシの交換 

キャリジ下部のキャリジカバを取外し、モータ部のカバ(2 か所)を外してカーボンブラシを交換してください。 

         

 

図 4.1 キャリジカバ（上）と モータ部のカバ（下） 

 

 

4.3 ブレーキの調整 

クラッチを外して、駆動輪のブレーキ調整穴とブレーキ調整ネジを合わせ、マイナスドライバーで調整します。 

調整具合は、キャリジ単体を手で押しつけ約 4kgf の力を必要とする程度としてください。 

 

図 4.2 ブレーキの調整 
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4.4 溶接キャリジ走行速度の変更 

1. 溶接キャリジ側面の交換歯車表示板を取外してください。 

2. 歯車を固定しています U 字形止め輪をドライバー等で外してください。 

3. 出荷時は最大 150cm/min 用歯車が組み込まれています。 

最大 500cm/min にする場合は、ピニオンが下側になるよう入れ替えてください。 

4. U 字形止め輪をはめ込み、表示板を取り付けてください。 

 

図 4.3 溶接キャリジ走行速度の変更 

 

走行速度 最大 150cm/min 最大 500cm/min 

歯車の配列 

  
ピニオン U658B05 U658B06 

歯車 U658B06 U658B05 

 

※歯車配列の数字は歯車の歯数を示します。 

※歯車交換時平行キーの紛失にご注意ください。 
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4.5 電気接続図 

 

図 4.4 電気接続図 
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補修に必要な部品は品名、照合符号、部品番号を販売店または営業所にお申し付けください。 

別売品については「5.6 別売品」をご参照ください。 

 
 

 

 

5.1 溶接キャリジ内部構成部品 

照合 部品番号 品名 所要量 備考 

1 U30213B00 歯車減速装置 1 5.2 参照 

2 U30213C00 キャリジ本体 1 5.3、5.4 参照 

3 U30213E00 モータケーブル 1 5.5 参照 

 

 

図 5.1 溶接キャリジ内部構成部品  

• 部品の供給年限に関して 

本製品の部品の最低供給年限は、製造後 7 年を目安にしております。 

ただし、他社から購入して使用している部品が供給不能となった場合には、その限りではありません。 
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5.2 歯車減速装置 

照合 部品番号 品名 所要量 備考 

10 U158B01 ギヤケース 1   

11 U30213B01 ピニオン 1   

11-1 - 穴止めネジ 2 M5X8（平先） 

12 U30213B02 歯車 1   

13 U658B03 ウォーム 1   

13-1 3361-209 平行キー 1 4X4X20(両丸) 

14 3311-009 ベアリング 1 NO.608 

14-1 100-0027 Ｃ型止め輪 1 STW-8 

15 3311-004 ベアリング 1 No.6200ZZ 

15-1 - ベアリングワッシャ 1 AW00(M10) 

15-2 - ベアリングナット 1 AN00(M10) 

16 U158B06 軸受箱 1   

17 U158B07 軸受カバ 1   

17-1 - 穴付ボルト 4 M6X16 

18 U658B04 ウォーム歯車 1   

18-1 3361-205 平行キー 1 4X4X20(両丸) 

19 U158B08 中間軸 1   

19-1  平行キー 1 4X4X16(片丸) 

20 - ベアリング 4 No.6201ZZ 

21 U158B09 カバー 2   

22 U158B10 カバー 2   

22-1 - 穴付ボルト 16 M6X10 

23 - オイルシール 2 ZF-3 

24 U158B11 ブッシュ 2   

25 U158B12 スペーサ 1   

26 U658B05 ピニオン 1   

27 U658B06 歯車 1   

28 U658B07 ウォーム 1   

28-1 - 平行キー 1 4X4X16(片丸) 

29 U658B08 ウォームハグルマ 1   

30 U158B17 出力軸 1   

30-1 - 平行キー 1 5X5X25(片丸) 

30-2 - ベアリングワッシャ 1 AW02(M15) 

30-3 - ベアリングナット 1 AN02(M15) 

31 - ベアリング 2 No.6202ZZ 

32 U158B18 スペーサ（１） 1   

33 U158B19 スペーサ（２） 1   

34 U158B20 カバー 1   

34-1 - 穴付ボルト 4 M6X16 

35 - Ｕ型止め輪 2 UTW-8 

36 U30213B03 モータフランジ 1  

5 
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照合 部品番号 品名 所要量 備考 

36-1 - 穴付ボルト 4 M8X15 

37 U30213D00 モータ ASSY 1  

37-1 - 穴付ボルト 4 M4X12 

37-2 100-4605 カーボンブラシ (2) モータ組込品 

38 U658C01 カサ歯車 1  

38-1 - 平行キー 1 5X5X14（両丸） 

38-2 - 穴止めネジ 1 M6X8（とがり先） 

39 - 穴付ボルト 3 M10X20、キャリジ取付用 

     

 

 

図 5.2 歯車減速装置 
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5.3 キャリジ本体（内部） 

照合 部品番号 品名 所要量 備考 

50 U158C07 動輪軸 1  

50-1  U158C35 キー 1 5X25（両丸） 

50-2 - 平行キー 2 5X18（両丸） 

51 U30213C03 動輪（右） 1  

52 U30213C05 動輪（左） 1  

53 - 袋ナット 2 M12 

54 U158C08 カラ 2  

55 - カサ歯車 2 組 組立品 

55-1 U158C40 クラッチ（１） (2) 55 組込品 

55-2 U158C05 クラッチ固定用ピン (2) 55 組込品 

56 U158C41 クラッチ（２） 1  

57 U30213C04 ベアリングケース 1  

58 3311-113 ベアリング 2 No．6202DD 

59 U30213C06 ベアリングケース 1  

60 U30213C07 ベアリングカバー 1  

60-1 - 穴付ボルト 12 M8X20 

61 U34118 ブレーキ板 1  

62 U158C20 ブレーキ調整ネジ 1  

63 U34120 コイルバネ 1  

64 U30213C08 前輪軸 2  

65 U30213C09 前輪（右） 1  

66 U30213C10 前輪（左） 1  

67 3311-043 ベアリング 2 No．5204 

67-1 100-2417 Ｃ形止め輪 2 RTW-47（穴用） 

67-2 3361-214 Ｅ形止め輪 2 E-15 

68 U158C25 ブッシュ 2  

 

図 5.3 動輪および前輪 
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5.4 キャリジ本体（外部） 

照合 部品番号 品名 所要量 備考 

80 U30213C22 プレート 1 中央角穴 

81 U30213C16 コンセントアダプタ 1 中央丸穴 

82 U30213C20 ケーブルクリップ 2  

83 U30213C21 ケーブルクリップ 1  

83-1 - 六角ボルト 1 M12X60 

83-2 - ワッシャ 1 M12 

84 U30213C15 プレート 1  

84-1 - 十字穴付ボルト 2 M5X10（Ｗ、ＳＷ組込） 

85 U30213C18 キャリジカバ 1  

85-1 - 十字穴付ボルト 8 M5X10（Ｗ、ＳＷ組込） 

86 U30213C02 クラッチレバ 1  

87 U30213C17 ブラシカバ 1  

88 U30213C19 プレート 1  

89 U30213C11 ブラケット 2  

90 U30213C12 ブラケット 2  

91 U30213C13 スチールパイプ 1  

92 U30213C14 スチールパイプ 1  

 

 

図 5.4 その他構成部品 
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5.5 モータケーブル 

照合 部品番号 品名 所要量 備考 

100 4731-076 レセプタクル 1  

 

図 5.5 モータケーブル 

 

5.6 別売品 

部品番号 品名 所要量 備考 

BSW-249 トラックレール 1 1.8m 

BBSW-2501 板レール 1 1.8m 
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6.1 仕様 

形式 CR-64D 

入力電圧 DC75V 

走行速度 
10～150cm/min 

50～500cm/min 

質量 30kg 

適合溶接機 SW-24D（単電極） 

SWT-24D（2 電極） 

適合制御装置 UC-14D、UCT-14D 

適合溶接電源 WB-S1500 

適合レール 250mm ゲージ、1.8m 

※本製品は単体ではご使用いただけません。 

 適合溶接機・制御装置・溶接電源と組み合わせてご使用ください。 

6.2 外形寸法 

 

 

図 6.1 外形寸法 
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本項では、溶接に関連する法規/ 規格について説明します。 

法規/ 規格は、改廃されることがあります。必ず最新版をご覧ください。 

Safety in Welding and Cutting, ANSI Standard Z49.1, from American Welding Society. 

Safety and Health Standards, OSHA 29 CFR 1910, from Superintendent of Documents, U.S. Government 

Printing Office. 

Recommended Practices for Plasma Arc Cutting, American Welding Society Standard AWS C5.2, from 

American Welding Society. 

Recommended Safe Practices for the Preparation for Welding and Cutting of Containers That Have Held 

Hazardous Substances, American Welding Society Standard AWS F4.1, from American Welding Society. 

National Electrical Code, NFPA Standard 70, from National Fire Protection As sociation. 

Safe Handling of Compressed Gases in Cylinders, CGA Pamphlet P-1, from Compressed Gas Association. 

Code for Safety in Welding and Cutting, CSA Standard W117.2, from Canadian Standards Association, 

Standards Sales. 

Safe Practices For Occupation And Educational Eye And Face Protection, ANSI Standard Z87.1, from 

American National Standards Institute. 

Cutting And Welding Processes, NFPA Standard 51B, from National Fire Protection Association. 

NOTE: The codes listed above may be improved or eliminated. Always refer to the update 

codes. 

 

7.1 据付け (設置)/ 操作/ 保守点検/ 修理に関する関連法規・資格など 

7.1.1 据え付けに関して 

電気設備技術基準 第 10 条 電気設備の接地 

第 15 条 地絡に対する保護対策 

電気設備の技術基準の解釈について 第 17 条接 接地工事の種類及び施設方法 

第 29 条 機械器具の金属製外箱等の接地 

第 36 条 地絡遮断装置の施設 

第 190 条 アーク溶接装置の施設 

労働安全衛生規則 第 325 条 強烈な光線を発する場所 

第 333 条 漏電による感電の防止 

第 593 条 呼吸用保護類等 

酸素欠乏症等防止規則 第 21 条 溶接に係る措置 

粉じん障害防止規則 第 1 条  

 第 2 条  

金属アーク溶接等作業を継続して行う屋内作業場に係る溶接ヒュームの濃度の測定の方法等 

（令和 2 年厚生労働省告示第 286 号） 

接地工事  電気工事士の有資格者 

内線規程 3330-2 アーク溶接機二次側電線 

労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（令和 2 年政令 148 号） 

特定化学物質障害予防規則及び作業環境測定法施行規則の一部を改正する省令（令和 2 年厚生労働省令第 89 

号） 

作業環境評価基準等の一部を改正する告示（令和 2 年厚生労働省告示第 192 号） 
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7.1.2 操作に関して 

労働安全衛生規則 第 36 条 特別教育を必要とする業務 第 3 号 

JIS/ WES の有資格者 

労働安全衛生規則に基づいた教育の受講者 

 

7.1.3 保守点検、修理に関して 

溶接機製造者による教育または社内教育の受講者で溶接機をよく理解した者 

7.2 保護具等の関連規格 

JIS Z 3950 溶接作業環境における浮遊粉じん濃度測定方法 

JIS Z 8731 環境騒音の表示・測定方法 

JIS Z 8735 振動レベル測定方法 

JIS Z 8812 有害紫外放射の測定方法 

JIS Z 8813 浮遊粉じん濃度測定方法通則 

JIS T 8113 溶接用かわ製保護手袋 

JIS T 8141 遮光保護具 

JIS T 8142 溶接用保護面 

JIS T 8150 呼吸用保護具の選択、使用及び保守管理方法 

JIS T 8151 防じんマスク 

JIS T 8161 防音保護具 
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